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An attempt to construct a scale of Inferential Style
and a study of Depression model
























































































































































































































































































































































































表１ １回目と２回目の ISQ得点および各構成要素の α 係数
ISQ 原因帰属 結果認知 自己価値
１回目 ０．８９ ０．７９ ０．６７ ０．８４
２回目 ０．９０ ０．８４ ０．７７ ０．８９
表２ １回目と２回目の ISQ得点の相関係数および平均（SD）
２回目 平均 SD
１回目 ．７９＊＊＊ ２９．５４ ４．０９
































































































































































質問項目 抽出因子Ⅰ Ⅱ 共通性
Ⅰ．達成領域（＝．８５）
場面８ あなたは、専門のレポートを書き、低い成績をとります。 ．７２ ．３２ ．６２
場面６ あなたは、重要な授業で、先生があなたに期待する課題をやりとげられま
せん。 ．７１ ．１５ ．５２
場面１ 試験を受けて悪い成績をとります。 ．５２ ．３４ ．３８
場面３ その日の担当者として、あなたは授業で重要な発表をします。そして、そ
れを聞いていた学生たちはあなたの発表に否定的な反応を示しました。 ．５０ ．３４ ．３７
Ⅱ．対人領域（＝．８７）
場面４ あなたが本当に親しくなりたいと思っている人は、あなたとは友達になり
たいと思っていません。 ．３３ ．６１ ．４９
場面７ あなたは友達と飲み会に参加したところ、飲み会の間じゅう誰もあなたに
関心を示しません。 ．４１ ．５６ ．４８
場面５ あなたの外見はあなたが望むほどよくありません。 ．２２ ．５５ ．３５
場面２ あなたの彼氏（彼女）がもうあなたとは付き合いたくないため、あなたが































没入尺度 LoC 平均 SD
ISQ ．３８＊＊＊ ．１５ ２９．５４ ４．０９
没入尺度 － － ４９．６５ ９．４０





ISQ ．３２＊＊＊ ２９．４２ ４．４０
SDS ― ３１．９０ ６．９７




































































































































































































































































































































































値、Goodness of Fit Index（GFI）、Ad-
justed Goodness of Fit Index（AGFI）、
Comparative Fit Index（CFI）、Root Mean













































































































































































































































































Wisconsin Cognitive Vulnerability to Depres-
sion Project：Lifetime History of Axis Ⅰ
Psychopathology in Individuals at High and




２００６ Prospective Incidence of First Onsets
and Recurrences of Depression in Individuals
at High and Low Cognitive Risk for Depres-


















Measuring cognitive vulnerability to depres-
sion： Development and validation of the cog-





Alloy，L．Y．２００３ Cognitive Vulnerability to
Depression and Lifetime History of Axis 1
Psychopathology： A Comparison of Negative
Cognitive Styles（CSQ）and Dysfunctional At-
titudes（DAS）．Journal of Cognitive Psycho-
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